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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    
 

現在自転車は，買い物・通勤通学・レジャー

など様々な目的で，年齢を問わず世代を超え多

くの人々に利用されている．また，排気ガスや

騒音を出さず，地球温暖化対策として大いに期

待できる交通手段として，京都議定書目標達成

計画では，自転車走行空間の整備により約30万

トンの排出ガス削減を目指している．更には近

年，健康維持の手段としての利用や，おしゃれ

感覚で乗車する若者など，その注目度・利用者

数は年々増加している．しかしながら，自転車

利用者の交通ルールの認識度・モラルの低下，

自転車走行空間不足などの問題から，近年，自

転車交通事故は増加傾向にある．自転車走行空

間のうち，実際に自転車が走行しているとされ

る空間(約79,000km)のほとんどが自転車歩行者

道であり，自転車道など自転車と歩行者が完全

分離された空間は，そのうちわずか 3%(約

2,500km)にすぎないのが現状である．特に歩道上

における，歩行者と自転車の錯綜などによる，

自転車と歩行者の接触事故は，最近10年間で約

4.5倍に増加しており，自転車と歩行者が完全分

離された自転車道設置の必要性が高まっている． 

そこで本研究では，現在設置されている自転

車道を対象に，自転車道内における交通量・自

転車同士の交錯や追い抜き行動等自転車行動を

ミクロに分析するデータを収集し，画像処理を

用いたデータ構築を試みる．そこから自転車道

の時間別・方向別の利用量や，自転車道内の走

行パターン等，自転車道の利用実態を把握し，

考察することを目的とする． 
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2.2.2.2.亀戸自転車道の概要亀戸自転車道の概要亀戸自転車道の概要亀戸自転車道の概要    

    

東京都江東区亀戸で平成20年3月末から行わ

れている自転車道の設置は，全国98箇所の社会

実験の代表的な事例である．現在，国道14号線

（京葉道路）両方面路肩沿いに，幅員2m・約1.2

kmに及ぶ図図図図-1のような自転車道設置が完了して

いる．本研究では，表表表表-1の要領で画像を取得し，

画像処理を用いた分析を行った． 

 

 

図図図図-1 東京都江東区亀戸の自転車道 

 

表表表表-1 取得画像の概略 

日時 2008年12/2(火)12：00～6(月)14：00 

取得時間 合計146時間(連続) 

ビデオ設置箇所 マンション5階ベランダ 

機器 赤外線対応CCDカメラ＋パソコン 

分析対象範囲 自転車道を含む約16ｍの区間 

 

分析対象範囲内は，図図図図----2222の通り，街路樹や看板

などの影響で，必ずしも理想的なアングルでビ

デオ画像を取得することはできなかったが，自

転車走行方向をｘ軸，その鉛直方向をｙ軸とす

る座標設定を行い，斜めに撮影された画像をア



フィン変換することで走行軌跡を0.2秒間隔でデ

ジタル化した．なお，画像処理には背景差分機

能が備わっている市販のドイツ製画像処理ソフ

トの，Vitracom SiteViewを用いた． 

 

 

図図図図----2222 取得ビデオ画像と分析対象範囲・座標設定 

 

3.3.3.3.画像処理による自転車交通量の計測画像処理による自転車交通量の計測画像処理による自転車交通量の計測画像処理による自転車交通量の計測 

 

 本研究では，取得したビデオ画像から，12/3(水)

00:00～24:00と12/5(金)00:00～24:00の分析が終

了している．12/5(金)については，13:00～14:00

間のデータは取得できておらず，さらに15:00～1

8:00の3時間の間，強い雨が降っていたことが確

認されている． 

 

 

図図図図----3333 12/3(水)晴 自転車交通量 

「歩：歩道」「自：自転車道」「車：車道」を表す 

 

 取得したビデオ画像から，目視によって実際

に走行した自転車のカウントを行った．カウン

トを行ったデータは，12/3(水)(00:00～24:00)の24

時間であり，自転車道のみではなく，歩道走行

を行う自転車数も含めカウントを行い，図図図図----3333に

その結果を示す．図図図図----3333からもわかる通り，歩道

を走行する利用者も存在するが，自転車道を走

行する利用者が多く(約7～8割)，ピーク時(19:00

～20:00)で約200[台/時]程度の走行が認められた． 

 

 
図図図図----4444 目視による交通量と画像処理による交通

量の比較 12/3(水)晴 

 

 
図図図図----5555 推計した交通量と画像処理による交通量

の比較 12/5(金)雨 

 

12/3(水)の，目視によってカウントした交通量と，

画像処理によって得られた交通量のうち，自転

車道のみを走行するものに限り，比較を行った

(図図図図----4444)．図図図図----4444から，深夜時間帯～早朝(00:00～

7:00，23:00～24:00)では，交通量が少なく，画像

処理を用いた交通量認識も良好であることがわ

かるが，交通量の多い通勤・通学時間(8:00～

9:00)や，昼食時間(13:00～14:00)，帰宅時間

(16:00～20:00)では，実際の交通量の約6～7割程

度の交通量しか認識できないことが明らかとな

った．これは，画像処理によって認識する場合，

☟☟☟☟
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複数の自転車が重なると，それらが1台分の自転

車として認識されるためである．今回，斜めに

撮影を行ったことで，この問題が生じたと考え

られる．また，必ずしも精度は高くないが，

12/3(水)の交通量比較によって得られた割合か

ら，画像処理によって得られた12/5(金)の交通量

を用いて，実際の交通量を推計した(図図図図----5555)．

12/5(水)の15:00～18:00の間に大雨が降っていた

ことから想定できるが，12/3(水)の晴れの日と比

較すると，この時間帯の交通量が減少している

ことがはっきりとわかる．特に，12/3(水)のピー

ク時の交通量と，12/5(金)の同時刻の交通量を比

較すると，約半数にも減少しており，あらため

て天候が自転車利用に大きな影響を与えること

が確認された． 

 

4.4.4.4.自転車走行特性の分析自転車走行特性の分析自転車走行特性の分析自転車走行特性の分析    

    

4.14.14.14.1    走行速度走行速度走行速度走行速度    

    

 画像処理によって得られたデータを，さらに

アフィン変換を施し，自転車走行速度を抽出し

た．図図図図----6666は12/3(水)から得られた速度分布，図図図図----

7777は12/5(金)から得られた速度分布である．12/3

(水)の平均速度は12.8[km/h]，標準偏差5.0[km/

h]であり，比較的高速な走行が実現されている

ことがわかる．一方，12/5(金)の平均速度は11.9

[km/h]，標準偏差5.5[km/h]であり，わずかでは

あるが，雨が影響を与え速度に差が出たと考え

られる． 

 

 
図図図図----6666 12/3(水)晴 速度分布 

 

図図図図----7777 12/5(金)雨 速度分布 

 

抽出された速度の頻度に着目すると，両日とも，

最も頻度が高いのは，速度が15～20[km/h]であ

るが，2番目に頻度の高い速度に違いがあること

がわかる．12/3(水)では，2番目に頻度が高いの

は，20～25[km/h]であり，12/5(金)では，10～

15[km/h]である．これより，平均速度を見る限

りでは，あまり差がないように思われたが，晴

天時と雨天時では，やはり自転車の走行速度分

布に違いが生じていることが明らかである． 

 

4.24.24.24.2    方向別自転車走行軌跡方向別自転車走行軌跡方向別自転車走行軌跡方向別自転車走行軌跡    

    

亀戸に設置された自転車道は，片側1mの2レー

ンで，自転車道を双方向に走行できる構造とな

っている．原則的に左側レーン走行が定められ

ており，自転車道内にも路面表示によって利用

者の左側走行を促している．そこで，画像処理・

アフィン変換によって得られた座標データを用

い，x座標を1m幅で分割し，y座標の頻度分布を

示すことで，左側レーンの走行率を得ることが

できる．次に示す図図図図----8888，図図図図----9999，図図図図----10101010，図図図図----11111111がそ

の結果である． 

 

  

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

120.00%

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

20000

0 5 10 15 20 25 30 35 40

累
積

度
数

累
積

度
数

累
積

度
数

累
積

度
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速度速度速度速度[km/h][km/h][km/h][km/h]

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

120.00%

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0 5 10 15 20 25 30 35 40

累
積

度
数

累
積

度
数

累
積

度
数

累
積

度
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速
度

抽
出
回
数

速度速度速度速度[km/h][km/h][km/h][km/h]

図図図図----8888 12/3(水) 西(駅方面)→東へ走行

する自転車走行軌跡 

東 西 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図より，やはり左側走行を行っている傾向にあ

ることが確認される．注目すべきは，方向別に

図を比較すると，西(駅方面)から東へ走行する

利用者は，左側走行率が高いが，逆方向の東か

ら西(駅方面)へ走行する利用者は，前者と比べ

ると，走行軌跡のy軸方向のバラツキが大きく，

左側走行率が低いことがわかる．これは，図のy

軸マイナス方向に路肩があり，路面がやや斜面

になっており，利用者がこの路肩を避け，車道

側に設置されている柵側(y軸のプラス方向)に，

より近づく走行を行っているためと思われる．

路肩へ接触することへの回避と，対向する自転

車との衝突を回避するという，2つの回避行動が

あらわれており，決して安全な走行が行われて

いるということではないことが考えられる．ま

た，自転車道の幅員として，路肩部分は考慮さ

れるべきではないことも示唆されよう． 

 

5.5.5.5.おわりにおわりにおわりにおわりに    

 

 本研究では，東京都江東区亀戸に設置された

自転車道を対象に，連続6日間の画像取得を行い，

取得した画像を用いた画像処理データから，自

転車道の時間別・方向別の交通量や，自転車道

内の走行パターンなどについて充分な示唆を得

ることができた． 

現在，亀戸に設置されている自転車道は，交

通量・走行速度の観点から見れば，自転車道の

在り方としては良好なものであるといえる．し

かしながら，走行軌跡を見てみると，車道側を

走行する利用者は，左側通行を行っている傾向

が高かったが，路肩側ではその傾向は低かった．

そこで，車道側に柵を設けるなどの他に，路面

状況の改善が必要であると考えられる． 

また，今回分析を行わなかったが，亀戸自転

車道は，駅方面にある交差点へ流入する交通量

が非常に多く，自転車道から交差点への自転車

利用者の動線についても検討していく必要があ

る． 

今回取得したデータは，街路樹や看板などの

影響で，分析対象範囲を斜めから撮影せざるを

得なかった．真上からの画像などを用いて，精

度の高いデータを取得することができれば，今

後の自転車道の在り方を検討する上で，貴重な

自転車走行特性を把握することができると考え

ている．     
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図図図図----10101010 12/5(金) 西(駅方面)→東へ走行

する自転車走行軌跡 

図図図図----11111111 12/5(金) 西(駅方面) ←東へ走行

する自転車走行軌跡 

図図図図----9999 12/3(水) 西(駅方面) ←東へ走行

する自転車走行軌跡 


